
◎当該申請が海上運送法第４条各号に規定する基準に適合する旨の説明

１．海上運送法第４条第一号：当該事業に使用する船舶、係留施設その他の輸送施設が当該航路における輸送需要の性質及び当該航路の自然的性質に適応したものであること。
　
　（１）輸送需要の性質に適応したものであることの説明
	




　（２）当該航路の自然的性質に適応したものであることの説明
	



　　　
　（３）係留施設・乗降施設について

1 係留施設
	












　②乗降施設
	


　　
　③防舷物の構造、配置
	



　　（４）水域施設について
	　　


　　　
　　（５）気象・海象に対する安全対策について
	



　（６）陸上施設について

1 待合所、発券所について
	


　






2 待合所と船舶の乗降口との経路について
	




２．海上運送法第４条第二号：当該事業の計画が輸送の安全を確保するため適切なものであること。

　（１）安全マネジメント体制及び運航管理体制

　　①運航中止の条件
	




　（２）各種作業体制

　　①陸上作業（内容記載）
	



2 船内作業（内容記載）
	





３．海上運送法第４条第五号：当該事業の開始によって船舶交通の安全に支障を生ずるおそれのないものであること。

　（１）航路、岸壁使用計画

1 基準航路等
	



　　


②安全運航対策
	



　　③岸壁等使用計画
	



